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   Ｂ６５Ｄ  83/00     (2006.01)
   Ａ４７Ｋ   5/12     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月1日(2020.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体、
　取り外し可能かつ交換可能で、分注される製品を収容する詰替ユニット、
　処理装置、
　記憶装置、
　前記詰替ユニット中に残っている用量の数を示す前記記憶装置内に記憶された用量の回
数、
　前記詰替ユニット中の製品の水準を検出するセンサ、
　前記詰替ユニットから分注された製品の前記用量の数を示す分注の回数、
　前記分注された製品の前記用量の数、及び検出した前記製品の水準の関数として、前記
用量の回数を再較正する記憶装置内に記憶された論理回路、及び
　前記詰替ユニット中に残っている製品の前記用量の数を表示する表示装置
を含む分注器システム。
【請求項２】
　前記分注の回数は、前記分注された製品の用量毎に増加する、請求項１に記載の分注器
システム。
【請求項３】
　前記分注の回数は、前記分注された製品の用量毎に減少する、請求項１に記載の分注器
システム。
【請求項４】
　前記水準は、前記詰替ユニット中の製品の第１の所定の水準で検出され、かつ前記詰替
ユニット中の製品の第２の所定の水準で検出され、前記分注器は、前記詰替ユニット中に
残っている前記用量の数を第２の際に再較正する論理回路を含む、請求項１に記載の分注
器システム。
【請求項５】
　前記センサは光レベルセンサである、請求項１に記載の分注器システム。
【請求項６】
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　前記センサは前記詰替ユニットの一部である、請求項１に記載の分注器システム。
【請求項７】
　前記詰替ユニット中に残っている製品の前記用量の数は、遠隔ステーションに表示され
る、請求項１に記載の分注器システム。
【請求項８】
　前記詰替ユニット中に残っている製品の前記用量の数を示す表示装置は、前記分注器に
設けられている、請求項１に記載の分注器システム。
【請求項９】
　さらに前記用量の回数を変更する入力を含む、請求項１に記載の分注器システム。
【請求項１０】
　前記入力が手動入力である、請求項９に記載の分注器システム。
【請求項１１】
　筐体、
　前記筐体内に少なくとも部分的に配置された詰替ユニットを受け入れる容器、
　処理装置、
　記憶装置、
　前記詰替ユニット中の用量の数を示す記憶装置内に記憶された用量の回数、
　前記詰替ユニット中の製品の１つ以上の所定の水準を検出するセンサ、
　分注された製品の用量の数を示す分注の回数、
　前記用量の回数、前記分注の回数、及び前記製品の１つ以上の所定の水準の関数として
、前記詰替ユニット中に残っている前記用量の数を判定する回路、及び
　前記詰替ユニット中に残っている前記用量の数を示す情報を表示する表示装置
を含む分注器システム。
【請求項１２】
　前記製品は流体である、請求項１１に記載の分注器システム。
【請求項１３】
　さらに前記詰替ユニット中に製品の第２の所定の水準を含み、前記詰替ユニット中に残
っている前記用量の数を第２の際に再較正する論理回路を含む、請求項１１に記載の分注
器システム。
【請求項１４】
　前記センサは光レベルセンサである、請求項１１に記載の分注器システム。
【請求項１５】
　前記詰替ユニット中に残っている製品の用量の数を表示する前記表示装置は、前記分注
器に設けられている、請求項１１に記載の分注器システム。
【請求項１６】
　さらに残っている製品の前記用量の数を遠隔ステーションに送信する無線通信回路を含
む、請求項１１に記載の分注器システム。
【請求項１７】
　分注器中の容器内に残っている流体の用量のより正確な数を表示する方法であって、
　分注器を提供することを含み、
　前記分注器は、
　　筐体、
　　詰替ユニットを受け入れる筐体内の領域、
　　前記詰替ユニット中の製品の１つ以上の量を判定するセンサ、
　　前記詰替ユニットが満杯になると、前記詰替ユニット中の製品の用量の数を示す数値
を記憶する回路、
　　前記製品を分注するアクチュエータ、
　　分注された製品の前記用量の数を示す数値を記憶する回路、及び
　　前記詰替ユニット中に残っている製品の前記用量の数を示す表示情報
　を含み、
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　前記分注器から製品の複数の用量を分注すること、
　前記詰替ユニット中の製品の水準を判定すること、及び
　前記詰替ユニットが満杯のときの前記詰替ユニット中の製品の前記用量の数、分注され
た製品の前記用量の数、及び前記詰替ユニット中の製品の前記水準を示す数値の関数とし
て、前記詰替ユニット中に残っている製品の前記用量の数を計算すること、
を含む方法。
【請求項１８】
　さらに表示装置上に分注された製品の計算した用量の数を示す情報を表示することを含
む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記表示装置は前記分注器に設けられている、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記表示装置は遠隔ステーションに設けられている、請求項１８に記載の方法。
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